


携帯端末の連続待ち受け・連続通話時間などの
バッテリー評価に
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ワンセグ、デジタルカメラ、GPS、高精細ディスプレイなどの高
性能デバイスや、高速インターネットブラウジング、ビデオスト
リーミング、メディアプレイヤーなど複雑なソフトウェア構造の
ように携帯端末の多様化・高機能化が一層進んでおり、携帯端
末の長時間動作を維持するバッテリーは重要なデバイスの1つ
となっています。それに伴い、携帯端末全体での電流消費や充
電を管理するソフトウェアの評価、そしてバッテリーの実力値を
正確に把握することは携帯端末メーカーにとって重要な試験項
目の1つとなっています。

MX847015A Energy Management Test Simulator
（ETS）は、携帯端末の連続待ち受け・連続通話時間などの評
価のために、消費電流に関係するネットワークパラメータを設
定できます。携帯端末の周期的位置登録を実現し、バッテリー
を消耗させる試験を行うことができます。また、ユニークなパ
ラレルフォン試験系による2端末同時測定により、複数端末
の消費電流測定結果や統計データの効率的な取得を強力に
サポートし、精度の高い測定結果を効率的に取得できます。

Energy Management Test Simulatorの主な用途
● 携帯端末の連続待ち受け・連続通話時間などのバッテリー寿命評価環境
● GSM Association「Battery Life Measurement Technique」に基づいたバッテリー寿命評価環境
● 高速パケット通信を使用したマルチメディアサービス環境下での消費電流値測定環境
● 携帯端末全体での電流消費や充電を管理するソフトウェア評価
● 最大パワー送信時の携帯端末発熱検証環境

MX847015A
Energy Management Test Simulator
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柔軟なネットワークシミュレーションを実現
MX847015A Energy Management Test Simulator（ETS）

MX847015Aは、W-CDMA/HSDPA/HSUPA、GSM/GPRS/
EGPRSの通信ベアラに対応し、MD8470A上でインタラクティ
ブな基地局動作をシミュレーションするアプリケーションソフト
ウェアです。携帯端末の連続待ち受け・連続通話時間などの
バッテリー評価のために、複雑なテストスクリプトの作成を必要
としないGUI操作で、消費電流に関係するさまざまなネットワー
クパラメータや試験条件を柔軟に設定できます 。また、
MX847015A-01 パラレルフォン試験ソフトウェアオプションに
よるユニークな2端末同時接続により、消費電流測定結果や統
計データの効率的な取得を強力にサポートします。

特長

GUIによるバッテリー評価用各種ネットワーク 
パラメータを簡単設定
周期的位置登録のインターバルやページングメッセージの間
欠受信設定、パワー制御、Neighbor Cell設定など消費電流
測定に要求されるさまざまなネットワークパラメータをGUI
操作で簡単に設定できます 。また、GSM Association

「Battery Life Measurement Technique」に代表される
ネットワークパラメータの設定もできます。複雑なテストケー
ス作成が不要で、システム設定に関わる作業の簡便化が図
れます。期待される試験環境の構築が容易にでき、効率的な
検証作業が実施できます。

2端末同時測定による効率的で安定性の高い 
バッテリー評価環境の提供
実網を使用したバッテリー評価では、さまざまな外部要因が
考えられるため、安定した評価結果を得ることは困難です。
そして、高い精度の測定を実施する場合には、複数の携帯端
末において同様の測定を実施し、統計データを求める必要が
あります。MD8470Aは、実網に比べ再現性の高い安定した
試験環境が構築できます。また、MX847015A-01 パラレル
フォン試験ソフトウェアオプションによる2端末同時接続によ
り、複数端末の消費電流測定結果や統計データの効率的な
取得をサポートします。

外部機器と組み合わせた試験システムの自動化
携帯端末の消費電流測定では、各種ネットワーク状態におい
て周波数バンドごとに連続待ち受け・連続通話等のバッテ
リー評価を行うなど、長時間にわたる測定を実施する必要が
あります。MX847015Aは、一般的なGPIBによるリモート制
御に対応しており、外部PCからMD8470Aやマルチメータ、
安定化電源などを組み合わせた自動試験システムの構築に
応用できます。これにより、長時間にわたる測定作業拘束や
機器操作ミスをなくします。

Energy Management Test Simulator（ETS）



柔軟なネットワークパラメータ設定
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周期的位置登録の設定
Location Area、Routing AreaのPeriodic Updateの設定がで
きます。周期的なCS位置登録（Location Area Update）および
PS位置登録（Routing Area Update）の実施有無やそのイン
ターバル値の設定などができます。周期的位置登録を実現し、
バッテリーを消耗させる試験ができます。

ページングメッセージの間欠受信設定
Paging設定により、W-CDMAにおけるCS Interval、PS 
Interval、UTRAN IntervalのDRX Cycle Length、および
GSMにおけるPaging Multi-frames（PA_MFRMS）の設定がで
きます。ページングメッセージの間欠受信を任意に設定できます。

隣接セル設定（Neighbor Cells）
Neighbor Cell設定により、最大16
個の隣接セルを隣接ブロードキャス
トリストで報告できます。擬似的に
複数のNeighbor Cellがいるよう
な状態における、バッテリーの消耗、
消費電流値を評価できます。

Power Control設定
Power Control設定により、Downlink TPC Patternモードの
指定ができます。これにより、期待される端末送信パワー時の
バッテリー評価ができます。また、このパラメータを利用して、携
帯端末やデータカードが最大パワー送信して通信する際の端末
発熱検証などにも応用できます。

豊富なパケットレート設定
ETSは、GPRS/EGPRSに加え、W-CDMA：DL64k/UL64kか
らHSDPA/HSUPA：DL7.2M/UL2.0Mまで通信レートを幅
広くサポートします。高速パケット通信を使用したサービス環境
下での消費電流値測定など、今後マルチメディア系サービスを想
定したバッテリー評価にも十分対応可能なプラットフォームです。

システム 名称 設定概要

W-CDMA
Auto

Mode1：�TPC PatternをReference Powerに近
い値に指定

Mode2：TPC PatternをReference Powerに指定

All1 携帯端末のMAX Allowed Powerを
－50～＋33dBmで指定

GSM
Power Class Power Classを0～31で指定
GAMMA GPRSのPower Classを0～31で指定

システム 名称 設定概要

W-CDMA

Intra Freq 
Neighbor Cell Cell1～Cell16：PSCをOFFまたは0～511で指定

Inter Freq 
Neighbor Cell

Cell1～Cell16：Neighbor CellのARFCNをOFF
または0～16383で指定

InterRAT 
Neighbor Cell

Cell1～Cell16：GSM Neighbor CellのARFCNを
OFFまたは0～1023で指定

GSM
Neighbor Cell Cell1～Cell16：Neighbor CellのARFCNをOFF

または0～1023で指定
InterRAT 
Neighbor Cell

Cell1～Cell16：W-CDMA Neighbor Cellの
UARFCNをOFFまたは0～16383で指定

Application Server

High Speed Data

ETS Parameter Setup（Common）
Location Area/Routing Area Setting

W-CDMA Cell Setting

Paging Setting（W-CDMA）

ETS Parameter Setup（W-CDMA）
Paging Setting（GSM）

Power Control（W-CDMA）

Power Control（GSM）
ETS Parameter Setup（W-CDMA）
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携帯端末消費電流測定システム構築例
ETSは、USB/GPIB変換インタフェースを使用することで、外部PCからGPIBによるリモート制御ができます。

試験システム構築例

2端末同時測定による検証効率の向上
MX847015A-01 Parallel Phone Test Software for ETS

MX847015A-01 パラレルフォン試験ソフトウェアオプションと
必要なハードウェアを追加することにより、2端末を1台の
MD8470Aに接続し、それぞれ独立したバッテリー評価環境を
構築できます。複数モデルでの消費電流値統計データ取得や周
波数バンドごとの連続待ち受け・通話時間評価など、長時間に
わたる測定作業を要するケースにおいて2倍の生産性を実現し、
一層の検証作業の効率化に貢献します。

GPIBによるリモート制御に対応
ETSは、GPIBによるリモート制御に対応しています。ETSの起
動/終了、シミュレーションの開始/停止、ベアラの開始/停止、
各種パラメータ設定などをリモート制御できます。これにより、
マルチメータ、安定化電源などを組み合わせた自動試験システ
ムの構築に応用できます。

通信中のパラメータ変更に対応
ETSは、 通信中にDL/UL Reference Power、Cable Loss、
Band、Power Control、およびNeighbor Cellの設定変更がで
きます。試験を停止することなく、各種ネットワークパラメータ
の柔軟な変更ができ、たとえば測定対象となる周波数バンドご
との連続待ち受け・連続通話における消費電流値測定をGPIB
の自動試験系で連続実行することもできます。



機能概要
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MX847015A Energy Management Test Simulator（ETS）

対応ベアラ
W-CDMA/HSDPA＊1/HSUPA＊2 音声通話（発・着呼）、パケット通信（発呼）、PPP［サーバー内蔵］パケット通信（発呼）、TV電話（発・

着呼）、マルチコール（Voice＋Packet（DL64k/UL64k）、Video＋Packet（DL64k/UL64k））
GSM/GPRS/EGPRS＊3 音声通話（発・着呼）、パケット通信（発呼）、DTM（Dual Transfer Mode）

設定パラメータ

Common 1

USIM USIMパラメータ：MCC、MNC、K、Test USIM MODE、RAND、AUTN、IK

Initial Reference Power DL Power：－120～－20dBm
UL Power：－40～＋30dBm

Cable Loss Cable Loss：0～55dB

Common 2

System W-CDMA、GSM、GSM（DTM）
Domain Registration種別指定：CS/PS、CS Only、PS Only
PS Bearer パケット通信種別指定：IP、PPP

Location Area Location Area Code：0～65535、Periodic Update On/Off
Interval：0～255、Unit：decihour

Routing Area Routing Area Code：0～65535、Periodic Update On/Off
Interval：0～31、Unit：2Sec、min、decihour

Idle Mode Idle状態種別指定：Idle、Idle＋Packet（Preservation状態をIdleとします）
Security 移動機に対応する認証方法指定：ON、OFF、Fake
IP Address クライアントIPアドレス、サーバーIPアドレス、Access Point Name、ルータ接続設定

W-CDMA

Band BandⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ、Ⅹ、Ⅺ、Not specified
UARFCN Downlink UARFCN指定、Uplink UARFCN指定

Packet

DL Window Size、UL Window Size
Packet Rate：�DL64k/UL64k、DL128k/UL64k、DL384k/UL64k、DL384k/UL128k、 

DL384k/UL384k、DL Auto/UL384k、DL1.8M/UL384k、 
DL3.6M/UL384k、DL7.2M/UL384k、DL1.8M/UL1.46M、 
DL1.8M/UL2.0M、DL3.6M/UL1.46M、DL3.6M/UL2.0M、 
DL7.2M/UL1.46M、DL7.2M/UL2.0M、DL Auto/UL Auto

System Information

SIB3 MAX Allowed：－50～＋33dBm
SIB5 CPICH Tx Power：－10～＋50dBm
SIB5 Constant Value：－35～－10dBm
SIB7 UL Interference：－110～－70dBm

RB Setup BLER Quality Value：－63～0dBm
DTX On/Off：間欠送信（Discontinuous Transmission）

Activation Time Voice、Packet、Video、Multi Call Activation Time
Registration Registration種別指定：Normal、Combined
Voice Phone Handset、Loopback
Video Phone ISDN、Loopback

Paging

CS Interval：0.640、1.280、2.560、5.120（Seconds）
PS Interval：0.640、1.280、2.560、5.120（Seconds）
UTRAN Interval：0.080、0.160、0.320、0.640、1.280、2.560、5.120（Seconds）
PICH Indicator：e18、e36、e72、e144

Power Control Auto：Mode1、Mode2
All 1（MAX Allowed Power）：－50～＋33dBm

W-CDMA Cell

Serving Cell Primary Scrambling Code：0～511

Intra Freq Neighbor Cell Intra Freq Neighbor Cell On/Off
Cell Info（Cell1～Cell16）：Primary Scrambling Code（OFFまたは0～511）

Inter Freq Neighbor Cell Inter Freq Neighbor Cell On/Off
Cell Info（Cell1～Cell16）：ARFCN（OFFまたは0～16383）

InterRAT Neighbor Cell InterRAT Neighbor Cell On/Off
Cell Info（Cell1～Cell16）：GSM ARFCN（OFFまたは0～1023）

GSM

Band
Band：�GSM450、GSM480、GSM850、P-GSM900、E-GSM900、R-GSM900、DCS1800、

PCS1900
ARFCN（CCH、TCH）

Voice Phone Handset、Loopback
Paging PA_MFRMS：2～9、AG_BLKS：0～7、CCCH_CONF：0、1

GPRS/EGPRS

GPRS Coding Scheme：CS1、CS2、CS3、CS4
EGPRS Modulation and Coding Scheme

DL：MCS1、MCS2、MCS3、MCS4、MCS5、MCS6、MCS7、MCS8、MCS9 
UL：MCS1、MCS2、MCS3、MCS4、MCS5、MCS6、MCS7、MCS8、MCS9

Multi Slot Config Multi Slot：�DL1/UL1、DL2/UL1、DL3/UL1、DL4/UL1、DL1/UL2、DL2/UL2、 
DL3/UL2、DL1/UL3、DL2/UL3、DL1/UL4

Power Control Power Control Level On/Off、Power Class：0～31、GAMMA：0～31

GSM Cell
Neighbor Cell Neighbor Cell On/Off

Cell Info（Cell1～Cell16）：ARFCN（OFFまたは0～1023）

InterRAT Neighbor Cell InterRAT Neighbor Cell On/Off
Cell Info（Cell1～Cell16）：W-CDMA UARFCN（OFFまたは0～16383）

＊1：MX847010A-11：HSDPAソフトウェアオプションが別途必要です。
＊2：MX847010A-12：HSUPAソフトウェアオプションが別途必要です。
＊3：MX847010A-01：EGPRSソフトウェアオプションが別途必要です。
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構成

MX847015A 
Energy Management Test Simulator
W-CDMA/HSDPA/HSUPA、GSM/GPRS/EGPRSの通信ベ
アラに対応し、MD8470A上でインタラクティブな基地局動作
をシミュレーションするアプリケーションソフトウェアです。携帯
端末の連続待ち受け・連続通話時間などのバッテリー評価のた
めに、複雑なテストスクリプトの作成を必要としないGUI操作
で、消費電流に関係するさまざまなネットワークパラメータや試
験条件を柔軟・簡単に設定できます。

Energy Management Test Simulatorが動作する
MD8470A シグナリングテスタの構成
MX847015A Energy Management Test Simulatorで利用で
きる試験機能は、MD8470Aシグナリングテスタの構成により異
なります。下記の表を参照してください。

MX847015A-01 
Parallel Phone Test Software for ETS
MX847015A-01 パラレルフォン試験ソフトウェアオプションと
必要なハードウェアを追加することにより、2端末を1台の
MD8470Aに接続できます。それぞれ独立してバッテリー評価
などを実施でき、生産性の高い試験環境が構築できます。

オプション/ユニット/ソフトウェア
試験構成
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シングル構成

W-CDMA 1 1 0/1 1 1 1 ＊1

W-CDMA/HSDPA/HSUPA 1 1 0/1 1 1 1 1 1 ＊1 

GSM/GPRS 1 1 1 1 1 ＊2

GSM/GPRS/EGPRS 1 1 1 1 1 1 ＊2

パラレルフォン構成

W-CDMA Parallel Phone 1 1 1 1 0/1 1 1 1 1 ＊1

W-CDMA/HSDPA/HSUPA Parallel Phone 1 1 1 1 0/1 1 1 1 1 1 1 ＊1

GSM Parallel Phone 1 1 1 1 1 1 1 1 ＊2

GSM/GPRS/EGPRS Parallel Phone 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ＊2

W-CDMA＋GSM Parallel Phone 1 1 1 1 0/1 1 1 1 1 ＊1

W-CDMA/HSDPA/HSUPA＋GSM/GPRS/EGPRS 
Parallel Phone 1 1 1 1 0/1 1 1 1 1 1 1 1 ＊1

W-CDMA/HSDPA/HSUPA Parallel Phone＋
GSM/GPRS/EGPRS Parallel Phone 1 1 1 1 1 1 0/1 1 1 1 1 1 1 1 ＊1

＊1：”0/1”は選択可能であることを示します。
＊2：最小構成を示します。

MX847015A：Energy Management Test Simulator、MX847015A-01：Parallel Phone Test Software for ETS、MX847016A：
Multi-cell Network Simulator、および関連するハードウェアオプションをパッケージ化した「Wireless Test Suite」による提供もでき
ます。詳細は弊社担当営業までお問い合わせください。
MX847016Aについては、MX847016Aカタログを参照してください。



  

  

 

  

  

  

  

  

  

■ このカタログの記載内容は2008年11月13日現在のものです。
No. MX847015A-J-A-1-(1.01)	 ddc/CDT


